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序専修大学法学研究所紀要第４１号『政治学の諸問題 IX』を刊行するにあたり、
まずは、お忙しいなか、いずれ劣らぬ力作を投稿して下さった伊藤武、小川浩
三、鈴木潔、前川亨の各所員に心より御礼を申し上げたい。
昨年７月に前所長の田口文夫教授より大任を引き継いで以来、はや半年余り
が経過した。この間、田口前所長の下で昨年度より開始された「学生と市民の
ための公開講座」である『法律学と政治学の最前線（フロント・ライン）』の
企画を継承し、１１月から１２月にかけて、そのパート IIを３回にわたって実施
した。今回の企画は第１回「会社と社会（大槻文俊、萬澤陽子所員）」、第２回
「市民と国民（広渡清吾、深澤民司所員）」、第３回「立憲と法治（榎透、菅原
光所員）」という共通テーマをめぐり、法律学や政治学の異なる学問分野を専
攻する所員の先生方に、それぞれのご専門の観点からアプローチしてもらい対
話を試みるというものであった。所長としての職責から、日ごろはあまり触れ
ることのない、異なる専門分野の先生方のお話を伺う機会に恵まれ、非常に新
鮮な刺激を覚えたものである。
私自身が研究の対象としているのは、国際法、とりわけ武力紛争に適用され
る国際法（国際人道法）である。かつて古代ローマ時代のキケロは、Inter
arma silent leges（武器の中で法は沈黙する）という有名な言葉を残したが、
戦争や武力紛争の中にあっても「沈黙しない」実効的な国際人道法の条件を探
求することが、私の研究の主たるテーマである。国家の正規軍によって闘われ
た伝統的な国家間戦争においては、軍事的必要という現実を踏まえつつも、戦
争を可能な限り人道化するための国際人道法が機能する現実的基盤が、国・民
族・宗教などの違いを越えて存在していた。
これに対して最近のアルカーイダや「イスラム国」（IS）などの非国家団体
との間の、いわゆる「テロとの戦争」は、これらの団体が国際法を遵守する意
思も能力も有しないために、国際人道法が実効的に機能しうる基盤を欠いてい
るといわざるを得ない。これらの非国家団体を含みこんだ共通の国際的規範を
構想するには、既存の国際法学の枠組みではもはや不十分であり、政治学、歴
史学、宗教学など他の専門分野の知見も活かした総合的なアプローチが必要な
のかもしれない。
以上は、私自身の個人的な問題関心にすぎないとはいえ、複雑化する現代国
際社会が抱える諸問題を的確に認識・分析し、その解決策を模索していくに
は、複数の学問分野の専門知の糾合が必要であることに、あまり異論はないで
あろう。法学、政治学に止まらず、歴史学、文学、言語学、自然科学など多様
な専門分野に属する所員によって構成されている本研究所としては、今後と
も、こうした共同作業が求められている課題を提起し、研究会、シンポジウム
の開催や定期刊行物の発行を通じて、対外的な発信能力をさらに強化していけ
ればと考えている。
最後に、本年度をもって専修大学を定年退職される小沼堅司、木幡文、武
知政芳、広渡清吾の各所員の長年にわたる本研究所へのご貢献に心より感謝の
意を表したい。これらの先生方には、今後とも引き続き本研究所の活動にご支
援・ご協力いただくことをお願いして、本書の序に代えることとしたい。
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